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　佐

久
高
等
職
業
訓
練
校
は
、
令
和
８
年
４

月
に
入
校
す
る
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す
。

▽
普
通
課
程
募
集
科
／
授
業
料
（
年
間
）

／
訓
練
期
間
（
授
業
日
は
週
１
）

①
建
築
施
工
系
木
造
建
築
科
／
12
万
円
か

ら
／
３
年

②
木
材
加
工
系
木
工
科
／
12
万
円
か
ら
／

３
年

③
建
築
仕
上
系
左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科
／

14
万
円
か
ら
／
３
年

④
塗
装
系
建
築
塗
装
科
／
14
万
円
か
ら
／

２
年

⑤
設
備
施
工
系
配
管
科
／
16
万
円
か
ら
／

２
年

【
入
校
資
格
】
中
小
企
業
事
業
主
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
方

▽
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

【
講
座
期
間
】
令
和
８
年
４
月
〜
12
月
ま
で

（
全
12
回
／
受
講
料
３
万
円
）

【
受
講
資
格
】
18
歳
以
上

▽
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座

【
受
講
期
間
】
令
和
８
年
４
月
〜
10
月
ま
で

（
全
12
回
／
受
講
料
３
万
５
千
円
※
材
料
代

実
費
負
担
）

【
受
講
資
格
】
18
歳
以
上

▽
各
講
座
募
集
定
員

【
普
通
課
程
（
各
科
）】
５
名
（
最
少
開
講
人

数
３
名
）

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
】
10
名
（
最
少
開
講

人
数
６
名
）

【
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
】
６
名
（
最
少
開
講
人
数
４

名
）

▽
募
集
期
間

令
和
７
年
11
月
４
日
〜
令
和
８
年
１
月
30
日

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
認
定
佐
久
高
等
職
業
訓
練
校

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６
７
‐
６
２
‐
２
２
７
６
）

県
で
は
、
多
数
の
企
業
支
援
経
験
を
有
す
る

長
野
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
専
門
家
を
講

師
に
招
き
、
価
格
転
嫁
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
（
個
別
相
談

会
有
）。
ま
た
、
関
東
経
済
産
業
局
か
ら
も

価
格
転
嫁
交
渉
に
役
立
つ
情
報
も
合
わ
せ

て
講
演
。

▽
日
時

令
和
７
年
11
月
12
日
午
後
１
時
か
ら
午
後

３
時
30
分
ま
で

（
個
別
相
談　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
時
か
ら
午
後

４
時
30
分
ま
で
）

▽
会
場

佐
久
合
同
庁
舎
講
堂

▽
参
加
費
・
定
員

無
料
・
定
員
50
名

▽
講
演
テ
ー
マ

①
労
務
費
や
原
材
料
費
等
の
適
切
な
転
嫁

の
た
め
の
価
格
交
渉
実
践
ポ
イ
ン
ト
（
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
）

②
適
切
な
価
格
転
嫁
に
向
け
た
国
の
取
組

に
つ
い
て
（
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業

局
）

▽
そ
の
他

お
申
し
込
み
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（
申

込
締
切
：
各
回
の
開
催
日
２
日
前
ま
で
）

長
野
県
の
最
低
賃
金
が
令
和
７
年
10
月
３

日
か
ら
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
長
野
県
最
低
賃
金

（
変
更
後
）
１
，
０
６
１
円

※
前
年
比
63
円
増

長
野
県
で
は
、
外
国
人
材
の
採
用
を
希
望
す

る
県
内
企
業
と
、
監
理
団
体
・
登
録
支
援
機

関
・
人
材
紹
介
会
社
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機

会
を
提
供
す
る
「
長
野
県
外
国
人
材
受
入
企

業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
デ
ス
ク
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

▽
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
デ
ス
ク
と
は

外
国
人
材
の
雇
用
に
関
し
て
ト
ー
タ
ル
で

相
談
で
き
る
長
野
県
の
専
門
窓
口
で
す
。
新

規
採
用
を
ご
検
討
の
方
、
過
去
の
採
用
で
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
企
業
へ
、
専
門
機
関
と

連
携
し
て
採
用
か
ら
定
着
ま
で
伴
走
支
援

を
行
い
ま
す
。

▽
事
業
概
要

①
外
国
人
材
の
採
用
を
希
望
す
る
県
内
企

業
か
ら
の
相
談
に
対
応

「
外
国
人
材
を
採
用
し
た
い
け
れ
ど
何
か
ら

始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
」「
言
語
や
環

境
の
違
い
か
ら
、
外
国
人
材
の
採
用
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
」
と
い
っ
た
、
外
国
人
材
採

用
に
関
す
る
ご
相
談
に
何
度
で
も
無
料
で

対
応
し
ま
す
。

②
県
内
企
業
と
監
理
団
体
・
登
録
支
援
機

関
・
人
材
紹
介
会
社
等
を
マ
ッ
チ
ン
グ

ご
相
談
内
容
に
応
じ
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
適

切
な
監
理
団
体
・
登
録
支
援
機
関
・
人
材
紹

介
会
社
等
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。

③
外
国
人
材
活
用
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

外
国
人
材
受
入
に
あ
た
っ
て
の
不
安
の
解

消
、
外
国
人
材
の
定
着
・
活
躍
に
役
立
つ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
お
問
合
せ
先

長
野
県
外
国
人
材
受
入
企
業
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
デ
ス
ク
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
０
‐

３
６
６
６
‐
０
４
６
８
）

外
国
人
材
受
入
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

長
野
県
最
低
賃
金

価
格
転
嫁
交
渉
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

佐
久
高
等
職
業
訓
練
校
訓
練
生
募
集



   － 3 －

小諸商工会議所　塩川　秀忠 会頭
携
で
拓
く
　
人
が
育
ち

 

街
が
輝
く
小
諸
」
が
テ
ー
マ

「
連

Voice to the future
　

10
月
31
日
の
臨
時
議
員
総
会
に
お
い
て
会
頭

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
塩
川
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

３
年
間
、
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、前
期
の
３
年
間
は「
連
携
」「
Ｄ
Ｘ
」「
教

育
」
の
３
つ
を
活
動
方
針
の
柱
に
据
え
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
３
年
前
、
自
分
自
身

で
「
や
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
、
あ

る
程
度
達
成
で
き
た
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
３
年
も
歴
代
会
頭
か
ら
繋
い
で
き

た
一
つ
の
通
過
点
で
す
の
で
、
そ
の
成
果
に
つ

い
て
は
、
何
十
年
か
後
に
評
価
さ
れ
る
時
が
来

れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
前
期
の
３
年
を
踏
ま
え
、今
期
の
３
年
間
は「
連

携
で
拓
く　
人
が
育
ち　
街
が
輝
く
小
諸
」
を
テ

ー
マ
と
し
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
沿
い
、
地
域

活
力
を
高
め
て
持
続
可
能
な
小
諸
の
発
展
を
目
指

す
た
め
、新
た
に
「
連
携
」
教
育
」「
ま
ち
づ
く
り
」

を
３
本
の
柱
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
「
連
携
」
で
す
が
、
１
期
目
の
際
、
私

自
身
の
訪
問
に
よ
り
他
市
町
村
の
首
長
を
は
じ

め
多
く
の
人
と
繋
が
り
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
強
化
し
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
つ
も
り
で
す
。
一

言
で
表
す
な
ら
ば
、「
地
域
の
力
を
繋
ぐ
」
と
い

う
こ
と
で
、
異
業
種
交
流
会
や
産
学
官
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
商
店
街
や
観
光
、
農
業

な
ど
分
野
を
超
え
た
共
同
企
画
な
ど
に
あ
た
り
、

会
議
所
と
し
て
支
援
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
「
教
育
」
で
す
。
近
年
、
多
く
の
企
業

で
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り

人
づ
く
り
が
未
来
を
作
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

い
ず
れ
小
諸
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
人
材
を
作

り
た
い
。
令
和
８
年
４
月
に
は
、
小
諸
商
業
高

校
と
小
諸
高
校
の
統
合
に
よ
る
「
小
諸
義
塾
高

校
」
も
開
校
し
ま
す
。
商
工
会
議
所
と
し
て
も
、

積
極
的
に
絡
ん
で
い
き
た
い
で
す
し
、
少
子
化

で
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
く
状
況
に
お
い
て
、

高
校
生
の
う
ち
か
ら
商
工
会
議
所
と
関
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
就
職
に
繋
が

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
学

ぶ
会
議
所
」
と
の
思
い
も
掲
げ
て
い
て
、
会
員

の
皆
様
が
学
び
を
深
め
る
に
あ
た
っ
て
の
支
援

も
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。「
教
育
」
で

も
申
し
ま
し
た
が
、
令
和
８
年
に
「
小
諸
義
塾

高
校
」
が
開
校
し
、
令
和
９
年
に
は
国
指
定
重

要
文
化
財
の
「
旧
小
諸
本
陣
」
の
大
改
修
工
事

が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
令
和
10
年
に
は

芦
原
中
と
市
内
３
小
学
校
に
よ
る
義
務
教
育
学

校
が
開
校
す
る
ほ
か
、
小
諸
市
で
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
３
年
間
で
小
諸
市
は
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
「
小
諸
の
大
き
な
変
化
」
の
中
に
は
小

諸
駅
周
辺
の
開
発
も
あ
り
、
現
在
、
多
く
の
試

験
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
員

に
は
こ
う
し
た
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、
積
極

的
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。
小
諸
市
の
20
年
後
、

30
年
後
に
向
け
、
今
か
ら
み
ん
な
で
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
前
期
の
就
任
時
か
ら
、
１
期
３
年
間
の
テ
ー

マ
を
設
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ

ま
で
の
小
諸
商
工
会
議
所
に
お
い
て
な
か
っ
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
テ
ー
マ
や
目
標
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
会
議
所
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と

は
何
か
と
い
う
道
筋
も
見
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
３
年
間
で
、
改
め
て
地
域
の
す
べ

て
の
人
々
と
力
を
合
わ
せ
、「
ひ
と
・
し
ご
と
・

ま
ち
」
が
共
に
育
つ
小
諸
を
実
現
し
て
ま
い
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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活力ある事業所情報

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
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相
生
町
の
Ｌ
ａ
ｃ
Ｂ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ

（
掛
川
絢
太
店
主
）
は
こ
の
ほ
ど
、

毎
週
２
種
の
メ
ニ
ュ
ー
で
ラ
ン
チ

営
業
を
開
始
し
た
。
ミ
ッ
ク
ス
フ

ラ
イ
定
食
や
厚
切
り
生
姜
焼
き
定

食
の
ほ
か
、
青
椒
肉
絲
や
煮
込
み

ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
多
様
な
メ
ニ
ュ

ー
が
常
連
客
を
中
心
に
人
気
を
得

て
い
る
。
各
メ
ニ
ュ
ー
は
千
百
円

の
定
額
と
し
、
ご
は
ん
と
み
そ
汁

は
お
代
わ
り
無
料
で
提
供
し
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
デ
ィ
ナ
ー
営
業
時
に

提
供
し
て
い
た
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー

や
一
品
総
菜
な
ど
を
ラ
ン
チ
で
も

食
べ
た
い
と
い
う
要
望
か
ら
実
現

し
た
。
ま
た
、
事
前
に
注
文
を
す

れ
ば
事
業
所
や
自
宅
な
ど
へ
の
配

達
も
受
け
付
け
て
お
り
、
こ
ち
ら

は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
の
定
番
メ

ニ
ュ
ー
も
対
応
可
。
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
は
全
メ
ニ
ュ
ー
で
対
応
。

　

掛
川
店
主
は
、「
ラ
ッ
ク
ブ
ラ
ン

ら
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し

て
い
き
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
店
作
り

を
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

同
店
で
は
市
内
の
ラ
ー
メ
ン
店
と

コ
ラ
ボ
を
し
た
ラ
ー
メ
ン
を
開
発
・

提
供
す
る
ほ
か
、
市
内
寺
院
で
の

ラ
イ
ブ
を
行
う
な
ど
同
店
Ｓ
Ｎ
Ｓ

か
ら
確
認
で
き
る
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。

　

今
年
４
月
、
塩
野
に
オ
ー
プ
ン

し
たSun's

こ
も
ろ
シ
ェ
ル
タ
ー

（
小
沼
舞
子
代
表
）。
森
に
囲
ま
れ

た
施
設
で
は
ド
ッ
グ
ホ
テ
ル
や
ド

ッ
グ
ラ
ン
を
中
心
と
し
た
犬
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
ド

ッ
グ
ホ
テ
ル
で
は
日
帰
り
か
ら
長

期
の
預
か
り
ま
で
、
飼
い
主
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
、
愛
犬
の
個
性

や
様
子
に
合
わ
せ
た
利
用
が
可
能
。

料
金
は
小
型
犬
の
宿
泊
で
一
泊

４
千
円
、
大
き
さ
に
よ
り
変
動
す

る
。
預
か
り
時
に
は
愛
犬
の
様
子

を
し
っ
か
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
普

段
の
生
活
や
そ
の
子
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
て
い
る
。
突

然
の
預
か
り
に
不
安
の
あ
る
場
合

は
日
帰
り
で
利
用
し
て
お
く
こ
と

を
お
す
す
め
。
日
帰
り
の
場
合
料

金
は
小
型
犬
（
1
〜
4
時
間
）
で

千
円
か
ら
。
こ
ち
ら
も
大
き
さ
で

料
金
が
異
な
る
。
そ
の
他
、
愛
犬

と
大
切
な
結
婚
式
を
過
ご
す
方
の

た
め
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ペ
ッ
ト
シ

ッ
タ
ー
、
自
宅
で
の
世
話
や
散
歩

を
代
行
す
る
ペ
ッ
ト
シ
ッ
タ
ー
事

業
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
と
は
、
様
々
な

事
情
か
ら
保
護
さ
れ
た
犬
た
ち
が
、

新
し
い
家
族
に
迎
え
ら
れ
る
ま
で

の
時
間
を
過
ご
す
場
所
。
本
当
の

家
族
を
見
つ
け
る
ま
で
の
時
間
も

幸
せ
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
の
思

い
か
ら
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
災
害
時
な
ど
の
一
時
預
か
り
も

可
能
。
保
護
犬
の
譲
渡
会
や
見
学

会
の
予
定
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
確
認
が

で
き
る
。
代
表
の
小
沼
氏
は
「
シ

ェ
ル
タ
ー
の
よ
う
な
施
設
が
要
ら

な
く
な
る
将
来
の
た
め
、
動
物
た

ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
一

歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

す
。

週
替
わ
り
ラ
ン
チ
を
開
始

　  　 　
Ｌ
ａ
ｃ
Ｂ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ

ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・
わ
ん
ダ
フ
ル
！

　  　
　 Sun's

こ
も
ろ
シ
ェ
ル
タ
ー

ホームページ
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掲載情報を募集しています ! TEL.0267-22-3355/FAX.0267-23-9030
E-mail:kcci@komoro.org

　
　

愛
車
の
「
か
か
り
つ
け
医
」

　 　
オ
ー
ト
メ
カ
・
エ
フ
ケ
イ

「
住
ま
い
の
問
題
」
を
解
決

　

ト
ー
タ
ル
リ
ペ
アStillLife

●住所：平原356－ 11　●営業時間：8:00 ～ 21:00　　●電話：090-7245-9629

●住所：佐久市小田井332　●営業時間：8時半～17時半　●定休日　第２土曜日、日祝祭日、第４月曜日　●電話：66-1233

　

ト
ー
タ
ル
リ
ペ
アStillLife

（
鈴

木
慎
一
代
表
）
は
、
全
国
に
千
店

以
上
を
展
開
す
る
大
型
フ
ラ
ン
チ

ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
「
ト
ー
タ
ル
リ

ペ
ア
」
の
一
店
。

　

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
ド
ア
、
カ
ウ

ン
タ
ー
と
い
っ
た
使
用
に
よ
る
傷

や
ス
レ
、
経
年
劣
化
に
よ
る
変
色

や
染
み
が
生
じ
や
す
い
箇
所
の
補

修
の
ほ
か
、
直
射
日
光
や
砂
埃
の

摩
擦
な
ど
で
傷
み
や
す
い
ア
ル
ミ

サ
ッ
シ
・
樹
脂
サ
ッ
シ
の
リ
ペ
ア

を
主
業
務
と
し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
中
で
も
、

同
店
は
特
に
住
宅
の
フ
ロ
ー
リ
ン

　

佐
久
市
小
田
井
の
オ
ー
ト
メ
カ
・

エ
フ
ケ
イ
（
工
藤
覚
代
表
）
は
お

客
様
の
愛
車
の
「
か
か
り
つ
け
医
」

と
し
て
、
新
車
中
古
車
の
販
売
、

自
動
車
保
険
に
始
ま
り
、
修
理
・

整
備
・
車
検
な
ど
の
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
自
社
工
場
で
一
貫
し
て

行
っ
て
い
る
。

　

新
車
中
古
車
の
販
売
は
国
産
は

も
ち
ろ
ん
輸
入
車
も
提
案
可
能
。

全
車
種
・
全
メ
ー
カ
ー
に
対
応
で

き
る
た
め
幅
広
い
選
択
肢
か
ら
比

較
検
討
し
て
自
分
に
合
っ
た
１
台

を
選
べ
る
。

　

購
入
後
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、

小
さ
な
傷
か
ら
大
き
な
傷
ま
で
修

理
も
お
任
せ
。
実
際
の
車
の
状
況

を
確
認
後
、
正
確
か
つ
迅
速
に
見

積
書
を
ご
用
意
。
リ
サ
イ
ク
ル（
中

グ
や
階
段
、
家
具
な
ど
の
木
部
に

つ
い
た
傷
や
ア
ル
ミ
・
樹
脂
サ
ッ

シ
な
ど
の
傷
を
補
修
に
長
け
て
い

て
、
元
の
風
合
い
を
再
現
し
て
住

ま
い
の
問
題
を
解
決
す
る
。

　
「
住
宅
キ
ズ
補
修
の
最
大
の
特
徴

は
何
と
言
っ
て
も
調
色
技
術
の
高

さ
。
素
材
の
質
感
に
合
わ
せ
て
自

然
な
仕
上
が
り
に
補
修
す
る
再
現

性
の
高
さ
を
実
感
く
だ
さ
い
。
新

築
物
件
・
中
古
物
件
問
わ
ず
幅
広

く
ご
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
」
と
鈴
木
代
表
。
代
表
は

建
築
塗
装
技
能
士
１
級
の
資
格
を

有
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

　

３
時
間
（
10
円
玉
程
度
の
へ
こ

み
キ
ズ
、
え
ぐ
れ
キ
ズ
12
箇
所

ま
で
）
３
万
３
千
円
〜
／
6
時

間
（
10
円
玉
程
度
の
へ
こ
み
キ

ズ
、
え
ぐ
れ
キ
ズ
24
箇
所
ま
で
）

５
万
２
８
０
０
円
〜
／
施
工
時
間

延
長
（
30
分
）
４
４
０
０
円
〜

古
）
パ
ー
ツ
も
数
多
く
取
り
扱
っ

て
お
り
、
保
証
内
容
や
部
品
の
状

態
な
ど
を
説
明
し
た
上
、
お
客
様

の
予
算
に
応
じ
て
提
案
す
る
。

　

整
備
士
は
現
在
９
人
で
い
ず
れ

も
ベ
テ
ラ
ン
。
１
人
１
人
が
お
客

様
の
車
を
自
分
の
目
で
確
認
し
、

最
適
な
提
案
を
行
う
。「
カ
ー
ラ
イ

フ
の
安
心
安
全
を
守
り
、
お
客
様

に
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
社
員
一
同
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
」（
工
藤
代
表
）。

ホームページ
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小諸商工会議所議員改選  1 号議員 36 人を選任
　

当
所
１
号
議
員
36
人
が
決
ま
っ

た
。
任
期
は
令
和
７
年
11
月
１
日
か

ら
令
和
10
年
10
月
31
日
の
３
年
間
。

　

こ
れ
で
会
頭
指
名
に
よ
る
３
号
議

員
（
10
人
）、
業
種
ご
と
所
属
す
る

８
部
会
の
推
薦
に
よ
る
２
号
議
員

（
24
人
）、
業
界
や
団
体
推
薦
に
よ
る

１
号
議
員
（
36
人
）
ま
で
の
全
議
員

70
人
が
確
定
し
た
。

　

１
号
議
員
は
次
の
皆
さ
ん
。

原
佳
子
（
Ａ
Ａ
Ａ
）

小
林
秀
気
（
こ
う
り
ょ
う
）

柴
崎
晋
輔
（
勉
強
堂
薬
品
）

島
岡
良
衣
（
軽
井
沢
蒸
留
酒
製
造
小

諸
蒸
留
所
）

清
水
秀
臣
（
小
諸
新
聞
社
）

小
泉
裕
望
（
Ｉ
・
Ｎ
・
Ｔ
）

小
林
昌
樹
（
中
吉
）

佐
藤
英
子
（
英
和
管
財
）

清
水
健
教
（
名
城
工
業
）

堀
越
誠
（
堀
越
建
設
）

波
賀
重
樹
（
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同

和
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
）

村
松
丈
徳
（
古
久
庄
村
松
商
店
）

依
田
利
宣
（
丁
子
屋
）

篠
崎
友
宏
（
小
諸
倉
庫
）

室
賀
信
（
イ
ン
サ
ー
ト
）

小
山
信
温
（
山
五
）

神
津
弘
幸
（
神
津
電
子
製
作
所
）

大
西
響
（
大
西
製
粉
）

大
井
倫
夫
（
山
浦
管
工
）

竹
之
内
正
彦
（
竹
之
内
建
設
）

小
山
純
（
佐
久
産
業
）

大
西
優
子
（
章
文
堂
）

鈴
木
雄
治
（
中
部
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

市
川
敦
（
市
川
接
骨
院
）

中
村
琢
磨
（
ア
ク
サ
生
命
保
険
佐
久

営
業
所
小
諸
分
室
）

渡
邉
良
文
（
渡
辺
商
店
）

両
川
博
之
（
ニ
ュ
ー
交
通
）

小
山
等
（
小
山
商
会
）

市
川
信
行
（
尚
美
堂
）

中
込
裕
幸
（
ま
る
ひ
ろ
）

塩
川
浩
次
（
カ
ネ
マ
ン
田
村
屋
）

丸
山
義
幸
（
太
真
産
業
）

小
山
里
恵
（
Ｔ
Ｂ
Ｃ
シ
ル
バ
ー
サ
ー

ビ
ス
）

小
林
敬
志
（
こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ
協
同

組
合
（
こ
ば
や
し
商
店
））

赤
尾
富
士
雄
（
小
諸
印
刷
所
）

依
田
雅
秀
（
ヨ
ダ
印
刷
サ
ー
ビ
ス
）

 

各
常
任
委
員
会
か
ら

 

小
諸
市
へ
要
望
書
提
出

当
所
は
10
月
27
日
、
小
諸
市
小
泉

俊
博
市
長
宛
て
に
各
常
任
委
員
会

よ
り
挙
げ
ら
れ
た
計
11
件
の
要
望

を
三
役
よ
り
提
出
し
た
。

現
議
員
体
制
の
節
目
と
な
る
こ
と

か
ら
、
各
委
員
会
で
の
事
業
や
研

修
な
ど
を
通
じ
、「
既
存
事
業
者
支

援
」
や
「
人
手
不
足
対
策
」
な
ど

に
つ
い
て
を
要
望
し
た
。

中村琢磨渡邉良文両川博之

小林敬志赤尾富士雄依田雅秀

小林昌樹佐藤英子清水健教

小山信温神津弘幸大西響

大西優子 大井倫夫

塩川浩次 小山等

鈴木雄治 竹之内正彦市川敦 小山純

丸山義幸 市川信行小山里恵 中込裕幸

島岡良衣 原佳子清水秀臣 小林秀気小泉裕望 柴崎晋輔

依田利宣 堀越誠篠崎友宏 波賀重樹室賀信 村松丈徳

塩
川
秀
忠
会
頭（
右
か
ら
２
番
目
）

を
は
じ
め
と
す
る
役
員
ら
が
小
諸

市
に
出
向
き
、
小
泉
俊
博
小
諸
市

長
（
一
番
右
）
に
要
望
書
を
手
渡

し
た
後
に
懇
談
し
た
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臨
時
議
員
総
会
を
開
催

　

塩
川
秀
忠
会
頭
を
再
任

信
州
小
諸
ふ
ー
ど
ま
つ
り

 

大
盛
況
に
て
開
催

　

当
所
新
議
員
（
70
人
）
に
よ
る
臨
時
議

員
総
会
は
10
月
31
日
開
い
た
。

　
「
第
１
号
議
案
・
会
頭
選
任
に
関
す
る
件
」

は
、
会
頭
に
塩
川
秀
忠
氏
（
大
栄
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長
）
を
再
任
。

　
「
第
２
号
議
案
・
副
会
頭
選
任
に
関
す
る

件
」「
第
３
号
議
案
・
専
務
理
事
選
任
に
関

す
る
件
」
で
は
、
副
会
頭
に
中
嶋
剛
登
氏

（
千
曲
運
輸
）、
竹
花
長
雅
氏
（
長
野
県
パ

ト
ロ
ー
ル
）、
唐
澤
正
幸
氏
（
竹
花
工
業
）、

専
務
理
事
に
森
泉
浩
行
氏
の
４
人
を
指
名
。

満
場
一
致
で
再
任
を
承
認
し
た
。

　
「
第
４
号
議
案
・
監
事
選
任
に
関
す
る
件
」

は
、
監
事
に
木
内
み
ゆ
き
氏
（
社
会
保
険

労
務
士
事
務
所
プ
ラ
ム
）、小
林
君
人
氏
（
小

林
君
人
税
理
士
法
人
）、
中
河
純
子
氏
（
東

信
ビ
ル
）
の
３
人
を
満
場
一
致
で
選
任
し

た
。

　
「
第
５
号
議
案
・
常
任
委
員
会
及
び
特
別

委
員
会
組
織
に
関
す
る
件
」「
第
６
号
議
案・

常
議
員
選
任
に
関
す
る
件
」
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
総
務
企
画
・
商
業
・
工
業
・
観
光
・

経
済
環
境
・
建
設
の
６
つ
の
常
任
委
員
会

に
加
え
、
新
た
に
「
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会
」、「
教
育
特
別
委
員
会
」、「
地
産
特

別
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

承
認
を
得
た
。

　

ま
た
、
常
議
員
23
名
の
選
任
に
つ
い
て

も
会
頭
指
名
と
委
員
会
推
薦
で
承
認
を
得

た
。
い
ず
れ
の
任
期
も
令
和
10
年
10
月
末

ま
で
の
３
年
間
。

　

ま
た
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
は
次

の
通
り
決
定
し
た
。

【
正
副
委
員
長
】（
◎
＝
委
員
長
、
〇
＝
副

委
員
長
）

◆
商
業
委
員
会

◎
塩
川
浩
次
（
カ
ネ
マ
ン
田
村
屋
）

○
市
川
信
行
（
尚
美
堂
）

◆
工
業
委
員
会

◎
前
島
清
光
（
中
松
井
製
作
所
）

○
室
賀　
信
（
イ
ン
サ
ー
ト
）

◆
観
光
委
員
会

◎
中
野
信
之
（
エ
ヌ
シ
ー
エ
ス
）

○
花
岡
隆
太
（
薬
師
館
）

◆
経
済
・
環
境
委
員
会

◎
大
池　
健
（
大
池
物
流
）

○
櫻
井
浩
多
（
ボ
デ
ィ
ー
オ
ー
ト
桜
井
）

◆
建
設
委
員
会

◎
谷　
和
人
（
谷
建
設
）

○
大
森
豊
也
（
青
建
設
計
）

【
常
議
員
】（
順
不
同
）

・
渡
邉
稔
（
ユ
ウ
ワ
）

・青
木
高
太
（
日
精
エ
ー・エ
ス・ビ
ー
機
械
）

・
高
熊
徳
夫
（
三
映
電
子
工
業
）

・
中
島
武
夫
（
浅
間
技
研
工
業
）

・
川
上
弘
倫
（
小
諸
村
田
製
作
所
）

・
小
宮
山
始
（
コ
ミ
ヤ
マ
）

・
八
木
澤
一
朗
（
八
十
二
銀
行
小
諸
支
店
）

・
南
波
政
洋
（
ア
サ
マ
リ
ゾ
ー
ト
）

・
塩
川
浩
次
（
カ
ネ
マ
ン
田
村
屋
）

・
小
林
敬
志
（
こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ
）

・
村
松
丈
德
（
古
久
庄
村
松
商
店
）

・
前
島
清
光
（
中
松
井
製
作
所
）

・
室
賀　
信
（
イ
ン
サ
ー
ト
）

・
小
山　
純
（
佐
久
産
業
）

・
中
野
信
之
（
エ
ヌ
シ
ー
エ
ス
）

・
小
山　
等
（
小
山
商
会
）

・
関　
尚
史
（
ア
イ
ク
）

・
大
池　
健
（
大
池
物
流
）

・
櫻
井
浩
多
（
ボ
デ
ィ
ー
オ
ー
ト
桜
井
）

・
中
込
裕
幸
（
ま
る
ひ
ろ
）

・
谷　
和
人
（
谷
建
設
）

・
大
森
豊
也
（
青
建
設
計
）

・
清
水　
匠
（
清
水
住
設
工
業
）

　

第
31
回
信
州
小
諸
ふ
ー
ど
ま
つ

り
は
10
月
５
日
に
開
い
た
。

　

当
所
で
は
、
塩
川
会
頭
が
掲
げ

る
３
つ
の
基
本
方
針
「
連
携
」、「
教

育
」、「
Ｄ
Ｘ
」
に
よ
り
、
部
会
や

委
員
会
、
青
年
部
、
女
性
会
、
そ

の
他
当
所
が
委
託
を
受
け
る
各
団

体
の
ブ
ー
ス
展
示
や
体
験
会
な
ど

を
実
施
。
秋
晴
れ
の
清
々
し
い
気

候
の
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
駅
前
、

相
生
町
通
り
、
本
町
な
ど
が
多
く

の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

懐
古
園
と
駅
前
を
繋
ぐ
地
下
道

付
近
で
は
７
組
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

コ
ー
ナ
ー
、
ま
ち
タ
ネ
広
場
と
大

手
門
公
園
で
は
会
員
事
業
所
に
よ

る
販
売
・
体
験
ブ
ー
ス
、
相
生
町

で
は
骨
董
蚤
の
市
や
マ
ル
シ
ェ
な

ど
で
小
諸
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　
各
ブ
ー
ス
の
内
容
は
次
の
通
り
。

□
観
光
委
員
会（
中
野
信
之
委
員
長
）

▽
謎
解
き
ゲ
ー
ム
５　

小
諸
高
校
、

小
諸
商
業
高
校
の
生
徒
会
が
ゲ
ー

ム
を
作
成
。
懐
古
園
や
大
手
門
な

ど
市
内
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
学

ぶ
機
会
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

３
１
３
人
が
参
加
。

▽
第
20
回
北
国
街
道
小
諸
塾
骨
董

蚤
の
市　

相
生
町
商
店
街
を
会
場

に
、
県
内
外
か
ら
28
店
の
骨
董
商

が
出
店
。

□
経
済
・
環
境
委
員
会
（
中
込
裕

幸
委
員
長
）

▽
２
０
２
５
環
境
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
小

諸　

豊
か
な
環
境
づ
く
り
佐
久
地

域
会
議
と
開
催
。
３
百
人
に
エ
コ

バ
ッ
ク
、
塗
り
絵
セ
ッ
ト
、
地
球

温
暖
化
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
形
式
で

学
べ
る
冊
子
を
配
布
。
環
境
問
題

へ
の
啓
発
を
行
っ
た
。

□
建
設
委
員
会
（
谷
和
人
委
員
長
）

▽
タ
イ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
制
作
体
験

会　

実
際
に
タ
イ
ル
に
触
れ
る
こ

と
で
建
設
業
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
お
う
と
、
様
々
な
色
の
タ
イ
ル

を
並
べ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ー
ス

タ
ー
を
制
作
す
る
体
験
会
を
開
催

し
、
お
よ
そ
60
人
が
参
加
。

▽
建
設
重
機
体
験
会　

高
所
作
業

車
と
バ
ッ
ク
ホ
ー
の
乗
車
体
験
を

行
い
、
お
よ
そ
90
組
が
参
加
。
広

く
建
設
業
界
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

▽
ち
び
っ
こ
木
工
広
場　

８
月
開

催
の
「
盆
の
花
市
」（
相
生
町
）
で

行
っ
た
「
ち
び
っ
こ
木
工
広
場
」

が
好
評
で
、
ふ
ー
ど
ま
つ
り
で
も

実
施
。
市
内
大
工
の
協
力
で
本
棚

作
り
を
行
い
、
７
人
が
参
加
。

□
地
産
特
別
委
員
会
（
竹
花
長
雅

委
員
長
）

▽
こ
も
ろ
ん
味
噌
焼
そ
ば
販
売　

販
売
開
始
前
か
ら
注
文
が
入
り
、

行
列
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
午

後
１
時
前
に
は
予
定
し
た
３
百
食

を
完
売
。「
メ
キ
シ
カ
ン
ダ
イ
ナ
ー

カ
ラ
ベ
ラ
」
の
協
力
に
よ
り
、
こ

も
ろ
ん
味
噌
焼
そ
ば
サ
ル
サ
メ
キ

シ
カ
ー
ナ
を
加
え
、
ト
ル
テ
ィ
ー

ヤ
で
包
ん
だ
タ
コ
ス
を
試
験
販
売
。

限
定
20
食
を
完
売
し
た
。

□
女
性
会
（
大
西
優
子
会
長
）

▽
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー　

ま
ち
タ
ネ
広
場

を
受
付
会
場
と
し
、
市
内
４
か
所

で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
豪
華
賞

品
が
当
た
る
抽
選
に
参
加
で
き
る

企
画
を
実
施
。
商
店
街
の
活
性
化

と
健
康
増
進
が
目
的
で
、
当
日
は

65
人
が
参
加
。

　
　
　
×
×
×
×
×
×
×
×

　

そ
の
ほ
か
委
託
団
体
で
は
、
こ

も
ろ
ス
タ
ン
プ
に
よ
る
「
は
っ
と

く
シ
ー
ル
ま
つ
り
」、
信
州
小
諸
そ

ば
振
興
会
に
よ
る
「
各
種
新
そ
ば

販
売
」
な
ど
を
実
施
。

　

ま
た
、
地
域
を
超
え
た
連
携
事

業
と
し
て
、
小
海
町
商
工
会
の
会

員
事
業
所
３
店
の
ほ
か
、
神
奈
川

県
大
磯
町
も
出
展
し
観
光
Ｐ
Ｒ
や

特
産
品
販
売
を
行
っ
た
。

地
産
特
別
委
の
こ
も

ろ
ん
味
噌
焼
き
そ
ば

販
売

約
90
組
が
参
加
し
た

建
設
委
の
建
設
重
機

の
体
験
会

経
済
・
環
境
委
員
会

の
「
環
境
フ
ェ
ア
」

の
様
子
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○調査日：令和７年１０月７日（火）
　　　　　午前９時～午後６時
○調査地点：市内９ヶ所
○天候：曇り時々晴れ（昨年は晴れ）
　※大手調査地点を旧ｱﾐｭｰｽﾞﾋﾞﾙ前から中沢ﾋﾞﾙ前へ平成
27年から変更。
  ※小諸厚生総合病院が市庁舎隣りに移転したことから、
市町を調査地点に平成27年から追加。
　※各地点ごとの増加順は増加数により記載する。
【車両について】
①～⑨の各調査地点での車輌通行総数は３３１，５９６
台。対令和６年度比６３２台減少（△2.0％）となった。
増加した地点は増加順に、④与良が87台増（＋2.1％）
⑤大手が81台増（＋1.6％）
減少した地点は減少順に、③荒町が339台減（△10.3
％）②本町が141台減（△4.8％）⑥南町が117台減（△
1.8％）⑨市町が97台減（△3.7％）⑧赤坂が50台減
（△2.6％）⑦古城が41台減（△1.1％）①相生町が15

市
内
９
地
点

通
行
量
調
査

車
両
は
与
良
と
大
手
で
増
加

 

４
地
点
で
歩
行
者
数
が
増
加

台減（0.8％）
車両通行量の多い順は、南町、大手、与良町、古城、荒
町、本町、市町、赤坂、相生町の順となり、昨年と変化
は無かった。
【歩行者について】
①～⑨地点の歩行者総数は2,452人。対令和６年度比
118人増加（＋5.1％）となった。
増加した地点は①相生町が276人増（+54.1％）②本町
が40人増（+10.9％）⑦古城 23人増（＋ 19.3％）⑨
市町が21人増（＋28.4％）
減少した地点は⑧赤坂が141人減（△51.3％）⑥南町
が 80人減（△ 25.2％）⑤大手が 13人減（△ 4.7％）
③荒町が8人減（△3.5％）、④与良は昨年同様であった。
歩行者通行量の多い順は、相生町、本町、大手、南町、荒町、
与良町、古城、赤坂、市町の順であった。
・車輌は昨年よりも２地点で増加。歩行者は４地点が増
加した。

　この調査は、小諸市内の各所での通行量を把握し、地点間及び時系列的な比較により、経営環境の変化に伴う影響度合いを
知るために、例年１０月の第１火曜日に実施している。
各調査地点に於いて歩行者（男女別（中学生以上）、自転車・バイク）、車輌（バス・乗用車・トラック）に分け、通行方向別
に１時間毎の通行量を午前９時から午後６時までの９時間にわたって調査した。調査の集計結果の概要は下記の通りである。
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三宅　哲之 さん
森
の
生
活
を
体
験
で
き
る
場
を
つ
く
り
小
諸
の
魅
力
発
信

森プラス不動産　㈱はれぼし

　大久保で森の暮らしに関心のある人に二拠点生活・移
住定住のサポートをしています。
　首都圏を拠点にコンサルティング業を行う㈱はれぼし
の第２創業の形で始めました。きっかけは、私自身が森
での暮らしに魅了されたから。焚き火を囲った場づくり
「焚火コミュニケーション」や、宿泊施設「焚き火の宿」
を営業していく過程で森での暮らしに対する想いが強く
なり、小諸に移住しました。手付かずの森に踏み入り「開
拓」とも言えるゼロからの作業を始めた我々夫婦はその
楽しさにすっかり魅了され、自宅や事務所も自分たちで
建築するに至りました。
　この楽しさを誰かに伝え、森と身近に接する機会を提
供したい。共感できる人を呼び込むためには物件を扱え
るスキルや体制が必要だ。そんな流れから不動産業を始
めました。
　移住後、イトーピアの居住者とも繋がりが生まれまし
た。平均年齢80代ですが、皆さんとても生き生きと毎日
を送っていらっしゃいます。森の生活には元気の秘訣が
隠されている、そんな想いがしています。超高齢化社会
のお手本として別荘地の魅力も発信していきたいです。
　小諸は森が綺麗で広いことに加え、市街地からの距離
も近く、住みやすさが魅力。森の生活を体験できるフィ
ールドと合わせ、市街地を巡るツアーなど行いたい。「大
人の秘密基地」をつくるような楽しさを味わってもらい
ながら、「街に近い森がある」小諸の魅力発信にも繋がれ
ば嬉しいです。

事
業
所
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

月11

　

こ
の
た
び
、
当
所
と
小
諸
市
、
こ
も
ろ
観
光
局
の
３
者
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
を
一
元
的
に
管
理
す
る
ア
プ
リ
「
Ｋ

ｏ
ｍ
ｏ
ｍ
ａ
ｇ
．（
コ
モ
マ
グ
）」
の
配
信
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

観
光
情
報
や
暮
ら
し
の
生
活
情
報
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
ま
で
、
小
諸
市

に
関
わ
る
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
ア
プ
リ
で
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
本
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

店
舗
情
報
は
無
料
で
掲
載
可
能
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
１
日
（
土
）

・
の
ど
自
慢
大
会

▽
５
日
（
水
）

・
工
業
委
員
会
（
18
時
半
〜
）

▽
６
日
（
木
）

・
経
営
計
画
個
別
相
談
会
（
10
時
〜
）

▽
７
日
（
金
）

・
建
設
委
員
会
（
10
時
半
〜
）

・
小
諸
市
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
協
議

会
総
会
（
15
時
〜
）

▽
11
日
（
火
）

・
青
年
部
理
事
会
（
19
時
〜
）

▽
12
日
（
水
）

・
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
ｉ
ｎ
新
潟
（
〜
14
日
）

▽
19
日
（
水
）

・
建
設
関
係
団
体
長
懇
談
会

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
会

▽
20
日
（
木
）

・
経
済
環
境
委
員
会
（
11
時
〜
）

▽
25
日
（
火
）

・
青
年
部
視
察
研
修
（
〜
26
日
）

▽
27
日
（
木
）

・
東
信
菊
花
展
賞
状
授
与
式
（
13
時
半
〜
）

委
員
会
だ
よ
り

10
月
の
議
題

■
建
設
委
員
会
（
10
月
７
日
）

・
今
期
の
総
括
に
つ
い
て

・
人
手
不
足
対
策
事
業
に
つ
い
て

■
高
地
活
用
特
別
委
員
会

（
10
月
20
日
）

・
高
地
活
用
特
別
委
員
会
事
業

へ
の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て

■
地
産
特
別
委
員
会
（
10
月

21
日
）

・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
引
き
渡
し

に
つ
い
て

・
今
期
の
総
括
に
つ
い
て

■
Ｄ
Ｘ
推
進
特
別
委
員
会

（
10
月
22
日
）

・
事
業
報
告

■
商
業
委
員
会
（
10
月
23
日
）

・
委
員
会
事
業
の
報
告
に
つ
い

て・
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

　

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
開
催
に
つ

い
て

■
新
規
入
会

・
㈱
マ
ル
オ
カ 

大
場
浩
史　
代

表
取
締
役　
小
諸
市
滋
野
甲
字

金
卸
80
番

・Sun's 

こ
も
ろ
シ
ェ
ル
タ
ー

　
小
沼
舞
子　
代
表　
小
諸
市

塩
野
４
２
２
７
‐
４

・
㈱
は
れ
ぼ
し
（
森
プ
ラ
ス

不
動
産
）　

三
宅
哲
之　

代

表
取
締
役　

小
諸
市
大
久
保

２
３
４
１
‐
４

・
学
習
塾
志
学
れ
い
め
い　
二

村
豊
明　
代
表　
小
諸
市
古
城

2
丁
目
２
‐
４

■
代
表
者
変
更

・
丸
新
鉄
工　

高
橋
妙
子　

代

表・ホ
ソ
ヤ
物
流
㈱　
中
込
裕
幸

　
代
表
取
締
役

・（
福
）
長
野
県
知
的
障
害
者
育

成
会
み
か
げ
作
業
所　
奥
田
徹

　
代
表

■
事
業
所
名
変
更

・
恵
誠
仮
設　

↓　

㈱
恵
誠
仮

設・鈴
木
塗
装　

↓　

ト
ー
タ
ル

リ
ペ
ア Still Life



   － 10 －
【６４７号】●発行／小諸商工会議所  小諸市相生町 3-3-12 TEL0267-22-3355 ／ FAX0267-23-9030 ●編集／㈱小諸新聞社  ●印刷／ヨダ印刷サービス㈱  

佐久営業所
〒385-0051
佐久市中込2976-4　佐久商工会議所別館
 TEL　0267-63-3660

秋灯り小諸 2025
　

今
年
度
で
４
回
目
に
あ
た
る
当
所
青
年
部

（
会
長
小
泉
裕
望
氏
）
主
催
「
秋
灯
り
小
諸
」

が
開
催
中
。

　

本
年
は
「
長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支

援
機
活
用
事
業
」
と
し
て
支
援
金
を
利
用
し

て
の
実
施
と
な
っ
た
。

　
開
催
場
所
は
小
諸
駅
前
、
小
諸
駅
の
ま
ど
、

停
車
場
ガ
ー
デ
ン
、
大
手
門
周
辺
、
せ
せ
ら

ぎ
の
丘
、
地
下
連
絡
通
路
、
懐
古
園
三
ノ
門
。

▽
こ
も
ろ
駅
前
ナ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
７
月
末
か
ら
「
こ
も
ろ
駅
の
ま
ど
」
に
お

い
て
地
域
住
民
や
学
生
な
ど
を
含
め
た
有
志

参
加
者
と
と
も
に
「
こ
も
ろ
駅
前
ナ
イ
ト
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
始
。

　

大
手
門
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
秋
灯
り
小
諸

に
つ
い
て
企
画
・
作
業
を
参
加
者
で
行
い
、

交
流
を
深
め
た
。

▽
夏
灯
り
小
諸

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
経
て
、
大
手
門
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
は
「
夏
灯
り
」
と
し
て
結
実
し
た
。

　

大
手
門
を
青
色
の
光
で
照
ら
し
、
和
傘
と

灯
籠
を
設
置
。
更
に
、
通
路
を
「
風
鈴
小
路
」

と
名
付
け
、
通
路
上
に
風
鈴
を
垂
ら
し
、
夏

仕
様
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
と
し
た
。

▽
点
灯
式

　

秋
灯
り
小
諸
初
日
に
あ
た
る
10
月
25
日
、

点
灯
式
を
開
催
。
来
賓
と
し
て
小
諸
市
長
小

泉
俊
博
氏
、
長
野
県
議
会
議
員
山
岸
喜
昭
氏
、

衆
議
院
議
員
井
出
庸
生
氏
、
衆
議
院
議
員
神

津
健
氏
、
当
所
副
会
頭
中
嶋
剛
登
氏
を
招
い

た
。
合
図
と
と
も
に
２
０
０
基
の
灯
籠
が
一

斉
に
点
灯
、
会
場
一
帯
に
温
か
な
灯
り
が
広

が
っ
た
。

▽
あ
か
り
市

　

点
灯
式
と
同
日
の
開
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

停
車
場
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
飲
食
店
と
ク
ラ

フ
ト
店
が
出
店
す
る
「
あ
か
り
市
」
を
開
催
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
停
車
場
ガ
ー
デ
ン
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
で
、
当
日
は
飲
食
店
９
店
、
ク
ラ
フ

ト
店
５
店
が
出
店
し
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
得
点
と
し
て
劇
団
四
分
ノ

三
に
よ
る
絵
本
や
秋
灯
り
の
ラ
バ
ー
バ
ン
ド

を
数
量
限
定
で
配
布
し
た
ほ
か
、
限
定
コ
ラ

ボ
商
品
と
し
て
事
前
予
約
を
受
け
付
け
た「
浅

間
嶽
」
や
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
、
桃
ジ
ュ
ー
ス

を
販
売
し
た
。
開
催
に
際
し
、
青
年
部
会
員

に
加
え
、
芦
原
中
学
校
の
生
徒
を
中
心
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
。
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
た
。

　

開
催
期
間
は
11
月
24
日
ま
で
。
期
間
中
は

午
後
４
時
00
分
か
ら
午
後
11
時
00
分
ま
で
点

灯
し
て
い
る
。
期
間
中
、
灯
籠
の
明
か
り
と

と
も
に
秋
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
の
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。


